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(論文内容の要旨)

本博士論文では､遠隔発話の音声認識ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑと実験結果について述べている｡とく

に､二人以上の話者が同時に発声した場合の遠隔発話の音声認識について述べている｡現

在の音声認識では､接話ﾏｲｸや2 0-3 0 cmの距離におかれたﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟﾏｲｸで

収録されることを前提に研究開発されてきた｡しかしながら､日常生活で人は､数ﾒ-`ﾄ

ﾙ離れた声も容易に認識しているし､複数の話者の同時発話も認識することができる｡

この博士論文では､複数話者の遠隔発話の同時音声認識を行うことを目的としている｡こ

のために､発話音声の発声方向の情報と遠隔発話を明瞭な受音のために､ﾏｲｸﾛﾌｵﾝ

ｱﾚ-を用いる｡従来の遠隔発話の音声認識手法では､まず発話者の方向を見つけて､次

にﾏｲｸﾛﾌｵﾝｱﾚ-でﾋﾞ-ﾑﾌｵ-ﾐﾝｸﾞを行い､最後に音声認識を行っていた｡こ

のような逐次処理の過程では､話者方向の同走誤りが致命的になる傾向があった｡とくに､

この博士論文のように複数話者が同時に発声している場合には､複数話者の正確な方向を

見つけることには困難が伴う｡

ﾏｲｸﾛﾌｵﾝｱﾚ-による発話者の方向同定とﾋﾞ-ﾑﾌｵ-ﾐﾝｸﾞを音声認識のｱﾙ

ｺﾞﾘｽﾞﾑの中で､尤度の基準で同時に行うことによって､複数話者の遠隔発話を可能にす

ることを考えている｡このために､ 3-D Ⅵteribiｻ-ﾁｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを考案した｡この

3-D Viterbiｻ-ﾁｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑでは､従来からの音声入ｶﾌﾚ-ﾑの時間軸の他に､

あらゆる方向を新たな軸としている｡この時間軸と方向のすべてのﾉ-ﾄﾞに､単語HMM

によるNﾍﾞｽ'ﾄの認識候補を保持している｡この3次元に拡張されたⅥterbiｻ-ﾁをOne

Patbｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑによって実装した｡さらに､認識候補のｸﾗｽﾀ-ﾘﾝｸﾞと認識尤度の
ﾉ

正規化を考案して､実環境でも動作することを確認した｡

最終的に､ 216単語音声の認識ﾀｽｸで､二人の話者が単語を発声し､ 3 2ﾁﾔﾈﾙのﾏ

ｲｸﾛﾌｵﾝｱﾚ-を用いて､二人の発声単語が同時に正しい単語認識率で､ 72. 5%

を達成した｡上位3位以内に入る単語認識率は､ 8 6. 3%であった｡この認識性能は､

従来の認識性能を大幅に上回っており､本博士論文のｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑの有効性を証明してい

る｡
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(論文審査結果の要旨)

本博士論文では,遠隔発話の音声認識ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑと実験結果について述べている｡とく

に､二人以上の話者が同時に発声した場合の遠隔発話の音声認識について述べている｡現

在の音声認識では､接話ﾏｲｸや2 0-30 cmの拒離におかれたﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟﾏｲｸで

収録されることを前提に研究開発されてきた｡しかしながら､日常生括で人は､数ﾒ-ﾄ

ﾙ離れた声も容易に認識しているし､複数の話者の同時発話も認識することができる｡

この博士論文では､複数話者の遠隔発話の同時音声認識を行うｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑと認識実験結

果について報告している｡従来の遠隔発話の音声認識手法では､まず発話者の方向を見つ

けて､次にﾏｲｸﾛﾌｵﾝｱﾚ-でﾋﾞ-ﾑﾌｵ-ﾐﾝｸﾞを行い､最後に音声認識を行って

いた｡このような逐次処理の過程では､話者方向の同定誤りが致命的になる傾向があった｡

とくに､この博士論文のように複数話者が同時に発声している場合には､複数話者の正確

な方向を見つけることには困難が伴うことが知られている｡

ﾏｲｸﾛﾌｵﾝｱﾚ-による発話者の方向同走とﾋﾞ-ﾑﾌｵ-ﾐﾝｸﾞを音声認識のｱﾙ

ｺﾞﾘｽﾞﾑの中で,尤度の基準で同時に行うことによって､複数話者の遠隔発話を可能にす

ることを考えて､3-D Viteribiｻ-ﾁｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを考案している｡この3-D Viterbi

ｻ-ﾁｱﾙ'ｺﾞﾘｽﾞﾑでは､従来からの音声人ｶﾌﾚ-ﾑの時間軸の他に､あらゆる方向を

新たな軸としている｡この時間軸と方向のすべてのﾉ-ﾄﾞに､単語HMMによるNﾍﾞｽﾄ

の認識候補を保持している｡この3次元に拡張されたⅥterbiｻ-ﾁをOne Pathｱﾙｺﾞ

ﾘｽﾞﾑによって実現している｡さらに,認識候補のｸﾗｽﾀ-ﾘﾝｸﾞと認識尤皮の正規化

を考案して､実環境でも動作することを確認している｡

最終的に､ 216単語音声の認識ﾀｽｸで､二人の話者が単語を発声し､ 3 2ﾁﾔﾈﾙのﾏ

ｲｸﾛﾌｵﾝｱﾚ-を用いて､二人の発声単語が同時に正しい単語認識率で､ 72. 5%

を達成している｡この認識性能は､従来の認識性能を大幅に上回っており､本博士論文の

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑの有効性を証明している｡

以上述べたように､ﾏｲｸﾛﾌｵﾝｱﾚ-を用いた複数話者の遠隔発話の音声認識のｱﾙ

ｺﾞﾘｽﾞﾑの提案と､実環境での認識実験の検証までを行っており､研究としてよくまとま

っている｡この分野は､人と機械との円滑なｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝとして､音声ｲﾝﾀﾌｪ

-ｽの新しい有望な分野であり､この先導的な研究は､情報科学､とくに音情報処理の分

野に多大な貢献をしたと評価できる｡平成1 4年1月2 1日開催した公聴会の結果も参考

にして､本博士論文の審査を行い､本論文は博士(工学)の学位論文として十分な価値が

あるものと判断した｡


